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令和５年度

事 業 報 告 書

令和 ５年 ４月 １日から

令和 ６年 ３月３１日まで
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令和５年度 事業の実施状況

令和５年度の事業計画に基づき実施した事業は次のとおりである。

【公益目的事業１】

１ 浄化槽による公共用水域の水質保全事業

（１）浄化槽法第７条及び第１１条に規定する浄化槽の法定検査事業 ５４０，２４７千円

１）法定検査実施状況

令和５年度は、稼働人員３８名体制で、９６，７１２基（年間計画数９６，０００基に対

し１００．８％）の検査を実施した。(P.31～P.39)

区 分
令和４年度 令和５年度

検 査 状 況 検 査 状 況 増 減

検査員数
３８名 ３８名 ０名

７条検査
２，４４３基 ２，２５４基 △１８９基

（22,445千円） （20,796千円） （△ 1,649千円）

１１条検査
９３，３０６基 ９４，４５８基 １，１５２基

（513,770千円） （519,451千円） （5,681千円）

合 計
９５，７４９基 ９６，７１２基 ９６３基

（536,215千円） （540,247千円） （4,032千円）

検査数は、昨年度比で９６３基増加し、検査手数料収入は５４０，２４７千円、前年比

４，０３２千円増となった。検査員の稼働人員は、３８名で前年度と同数であるが、継続検

査制度を活用し、移動距離を最小限に抑え訪問日を集約することにより、効率的な検査の実

施が図られたことが、増加につながった要因といえる。

また、浄化槽台帳システムの DX 化への本格運用に向け、令和６年３月から検査員による

二次元コードステッカーの貼付を開始しており、今後、関係団体と連携を図りながら、適正

な維持管理の推進や受検率の向上に努めたい。

２）法定検査の受検督促

令和 4年度の未受検者に対して、センターからの受検指導の後、各県民局長による行政督

促指導を実施した。未受検者への指導方法としては、文書通知のほか、電話や直接訪問を行

い、同一施設に対して複数回の受検勧奨を積極的に行った。

前年度未受検 検査実施数： 令和４年度（６，８３７基）

令和５年度（６，１１４基）※-７２３基

※次の①、②の合計数以外に、受検文書通知を送付していない施設（電話勧奨のみ）の受検件数も含んでおります。
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①センターによる受検督促

未受検者に対してセンターからの受検案内通知を行ない、電話アポインター（５名）や近

隣施設の検査を担当する検査員によって受検勧奨を実施した。その結果は次のとおりである。

(P.40)

＜センター受検勧奨＞

管 轄 令和４年度 令和５年度 前年度対比

案内数 検査数(率) 案内数 検査数(率) (検査数)

東部保健福祉局(徳島) 74,049 2,543(3.4%) 73,315 1,259(1.7%) ▲1,284

南部総合県民局 12,904 386(3.0%) 12,926 339(2.6%) ▲47

東部保健福祉局(吉野川) 13,817 222(1.6%) 13,868 204(1.5%) ▲18

西部総合県民局 11,869 371(3.1%) 11,290 809(7.2%) 438

合 計 112,639 3,522(3.1%) 111,399 2,611(2.3%) ▲911

②県民局長による受検督促（文書指導）

センターの受検勧奨後も未受検の施設に対して、各県民局長による受検督促の文書指導を

実施し、通知後、電話アポインターや近隣施設の検査を担当する検査員によって再度受検勧

奨を行った。その結果は次の通りである。（P.40）

＜行政からの文書指導（設置届出済浄化槽）＞

管 轄 令和４年度 令和５年度 前年度対比

案内数 検査数(率) 案内数 検査数(率) (検査数)

東部保健福祉局(徳島) 45,261 1,041(2.3%) 46,077 1,135(2.5%) 94

南部総合県民局 8,814 359(4.1%) 9,119 335(3.7%) ▲ 24

東部保健福祉局(吉野川) 6,916 222(3.2%) 6,955 508(7.3%) 286

西部総合県民局 6,439 345(5.4%) 5,910 227(3.8%) ▲118

合 計 67,430 1,967(2.9%) 68,061 2,205(3.2%) 238

＜行政からの文書指導（無届浄化槽）＞

管 轄 令和４年度 令和５年度 前年度対比

案内数 検査数(率) 案内数 検査数(率) (検査数)

東部保健福祉局(徳島) 7,439 231(3.1%) 7,547 250(3.3%) 19

南部総合県民局 734 34(4.6%) 999 36(3.6%) 2

東部保健福祉局(吉野川) 1,733 51(2.9%) 1,721 129(7.5%) 78

西部総合県民局 1,312 71(5.4%) 1,309 44(3.4%) ▲27

合 計 11,218 387(3.4%) 11,576 459(4.0%) 72

③電話アポインターによる受検勧奨

センターからの受検通知・各県民局長による督促指導通知に併せて行った電話アポインタ

ーの受検勧奨の実績は次のとおりである。（P.40）

令和５年度は、受検勧奨の曜日や時間帯など、過去の受検指導結果を分析したリストを用

いて電話アポイントやテレマ業務（外部委託）を行った結果、電話連絡総数は５９，２２７

件の実績であった。依然、未検査のうち半数以上が連絡不通であるため、今後も過去の連絡

履歴を分析し精度を上げることによって、受検率向上につながるよう努める。

電話アポインターによる受検指導 電話連絡総数 ５９，２２７件

【内訳】 申込済み ３，４２８件（ ５．８％）

未検査 ５２，１４８件（８８．１％）

休止・廃止 ３，６５１件（ ６．１％）
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３）維持管理一括契約協議会

➀那賀川を未来へつなぐ協議会

設立後１４年目を迎えた那賀町らくらくあんしん協議会（旧称）は、８月に第１３回通常

総会を開催し、前年度の実績報告・決算報告のほか、協議会名の変更が提案され、令和６年

１月１日付けで「那賀川を未来へつなぐ協議会」に名称変更することを決定した。

令和５年度の維持管理一括契約は、保守点検や法定検査の実施時に入会勧奨を行うことに

より新規契約が１４件（総合計８９６件）となったが、その一方、老齢化に伴う施設への入

所や契約者の死亡などにより解除の件数も増加したため、加入総数はほぼ横ばいとなった。

（P.41）

また、特別認定管理士による法定検査（一次検査）の実施は、単独浄化槽２８６件、合併

浄化槽３２２件の合計６０８件となった。

＜開催事業＞

(7月10日） 那賀町浄化槽らくらくあんしん協議会 会議

(8月 2日） 那賀町浄化槽らくらくあんしん協議会 第１３回通常総会

浄化槽設置数（10人槽以下）：２，０３８基 維持管理一括契約数：８９６基（44.0%）

➁神山町きれいな水づくり推進協議会

設立後１３年目を迎えた神山町きれいな水づくり推進協議会は、６月に第１２回通常総会

を開催し前年度の実績報告・決算報告を行った。

令和５年度の維持管理一括契約は、保守点検や法定検査の実施時に入会勧奨を行うことに

より新規契約が９件（総合計４７８件）となったが、那賀町と同様に老齢化に伴う施設への

入所や契約者の死亡などにより解除の件数も増加したため、加入総数はほぼ横ばいとなった。

（P.42）

また、特別認定管理士による法定検査（一次検査）の実施は、単独浄化槽１８５件、合併

浄化槽９６件の合計２８１件となった。

＜開催事業＞

(6月9日) 神山町きれいな水づくり推進協議会 第１２回総会

浄化槽設置数（10人槽以下）：１，９００基 維持管理一括契約数：４７８基（25.2%）

４）浄化槽管理士特別認定制度

認定管理士に対し、１年（優良認定管理士は２年）ごとの更新講習を各地域ごとに開催

し、一次検査における精度管理の説明や水質検査機器類のクロスチェックを行った。

６月 １日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（臨時講習会）（２名）

８月２２日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第１回）（西部地区）（８名）

８月２３日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第２回）（東部地区）（１０名）

８月２４日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第３回）（南部地区）（５名）

９月２６日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第４回）（東部地区）（９名）

１０月１９日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第５回）（東部地区）（４名）

１１月２１日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第１種新規）（１名）

１２月１９日 浄化槽管理士特別認定更新講習会（第２種新規）（１名）

３月 ７日 第 19回浄化槽管理士特別認定制度審査委員会
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【認定管理士・指定事業所（令和 6年 3月 31日時点）】

認定管理士 － 1種 11名、2種 40名

指定事業所 － 22社

【認定管理士による一次検査実績（令和 5年度）】

1,198件（那賀町-608件、神山町-281件、その他-309件）

管理士特別認定更新講習会(8/24) 管理士特別認定新規講習会(10/19)

５）一括契約協議会の推進

市町村単位に設立された一括契約協議会では、海部郡の関係業者による契約推進が行われ

ており、新規契約が１３７件（総合計３９５件）増と加入実績が伸びた。

海部郡の取り組み事例を参考に、実績の無い市町村については、実運用に取り組めるよう、

一括契約加入時の事務取扱や啓発方法について決定し推進する。

【設立済市町村】

三好市、海部郡(3町)、美馬市・つるぎ町（合同）、小松島市、勝浦町・上勝町（合同）、

那賀町、神山町

６）継続検査制度の推進

平成２８年度から制度を開始した「継続検査申込制度」は申込の手続きが完了した施設に

ついて、センターから返信不要の「訪問予定日通知」を送付し、検査を実施している。

現時点では概ね良好に制度が推移しているが、一部で、転居して転売した施設や、契約者

が死去し、使用していない施設の検査が勝手に行われたとの苦情が寄せられるケースも出て

きているため、可能な限り設置者と連絡を取り施設の状況を確認するよう対策を講じていき

たい。

令和５年度末までの「継続検査申込」の申込数は、２９，４１８件にのぼっており、１１

条検査推進に効果を上げた。

７）「ブロワ交換費補助制度」事業

適正な維持管理を実施する管理者へのインセンティブとして設けた「ブロワ交換費補助制

度」では令和５年度は１３１件の補助申請を受け付けた。

なお、このブロワ交換費補助制度については、補助対象件数が計画より低迷し、対象とな

らなかった管理者から検査拒否などの苦情対応に追われるなど、事業効果に課題があったた

め、令和５年度末をもって当事業を終了することとした。

＜ブロワ交換費補助実績＞ 令和 5年度の受付

補助対象適用（助成済） ： 131件



- 7 -

（２）検査台帳の整備及び浄化槽データの管理に関する事業

１）浄化槽台帳システムに係るＤＸ化の導入に向けた取り組み

浄化槽台帳高度化（台帳整備）事業により台帳の整備が完了したことから、より高度な浄

化槽台帳システムの構築を目指し、ＱＲステッカーの様式等の仕様を決定し、ＤＸ化の導入

に向けた取り組みを進めてきた。

令和６年２月には、県水・環境課の主催により、浄化槽清掃業者の代表者を対象としたキ

ックオフイベント「浄化槽台帳システムのＤＸ化に係る説明会」が開催され、浄化槽法に基

づく確実な清掃の実施に向けたこの取り組みに賛同をいただいた。

令和６年度の本格運用に向け、３月からは、当センター検査員によるＱＲステッカーの貼

付を開始している。

〇 ２月１３日 浄化槽台帳システムのＤＸ化に係る説明会（県庁１１階講堂にて）

【事業の目的】

浄化槽本体、浄化槽管理士、浄化槽層設備士、清掃実務者、検査員のIＤ化を

図り、ＤＸ技術を活用、清掃や保守点検、浄化槽施工状況を正確に把握し、浄

化槽の適正な維持管理や施工、合併浄化槽の普及促進につなげる。

【システム概要】

浄化槽の設置箇所に登録ステッカー（QRコード）を貼り付け、各作業の終了

時において、作業員がQRコードを端末で読み込み送信することにより、自動的

に作業状況を浄化槽台帳に入力

【ステッカー詳細】

２）徳島県委託事業「浄化槽情報関係集約化事業」 （８，１８０千円）

令和５年度は４支所で新設浄化槽２，１７９基（うち２５基は取下げ・廃止届提出）の設

置届出書及び計画書を受け付け、昨年度と比較し、２０８基減となった。一方、検査実施後

の指導により、無届浄化槽の届出が８０基あった。

「浄化槽維持管理標準契約書」（以下「標準契約書」という）については、申請に併せて

１，９６２基分（前年度比１８６基減）の契約書を受け付けた。

その他の浄化槽に関する各種申請受付状況はP.43～P.45のとおりである。

３）浄化槽台帳の運用事業

「浄化槽台帳の運用」を目的に、無届浄化槽の新規登録や市町村からの提供資料（下水道

台帳）を突合し、廃止届出書の提出が無い浄化槽の確認を行い、データ整備を行った。今後

は、「浄化槽台帳システムの DX 化」の導入により、未受検施設を含む清掃実施情報を収集

し入力を行う。

□無届浄化槽の新規登録件数：１３３基

□下水道台帳により確認した廃止浄化槽：９２件
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（３）不適正浄化槽の改善指導と水質改善に関する調査研究事業

１）不適正浄化槽の指導と改善状況

法定検査で不適正となった際には、検査結果書により改善を促し、さらに、改善報告のな

い浄化槽に対しては、関係行政機関（県水・環境課、県民局（福祉局）、土木、市町村）か

ら文書による改善指導を行っている。令和５年度における関係行政機関からの改善指導はP.

46のとおりである。

不適正と判定された浄化槽１５，０８７基（指導項目総数１５，５９９項目）に対し、改

善指導を行った結果、令和６年３月末までに、３，３０５基（３，３４５項目）の改善報告

を受け付けた。

関係行政機関別の内訳は次のとおりである。

指導する関係行政機関 指導対象 主な指摘内容 指導項目数 改善報告数 改善確認数

県 水・環境課 保守点検業者 保守点検不備 7,692件 2,601(33.8%) -

保健福祉局・県民局 浄化槽管理者 無管理等 6,694件 617( 9.2%) -

土木事務所･特定行政庁 浄化槽管理者 破損等 514件 116(22.6%) 70(13.6%)

市町村 清掃業者 清掃不備 699件 11( 1.6%) -

合 計 15,599件 3,345(21.4%)

※破損等（土木事務所指導分）の改善報告については、再度現場にて改善確認を行っている。

改善報告率は年度途中のため低い数値であるが、最終的には 25％程度の数値となると思われる。

２）浄化槽技術検討委員会

センターでは、水質改善に関する調査研究対象として、不適正浄化槽の中から水質が悪化

している浄化槽で、且つ原因が不明なものを選び、保守点検業者等と連携を図りつつ二次検

査の実施を行っている。

実施件数及び結果は下記のとおりであり、結果については設置者・保守点検業者に連絡済

である。

＜浄化槽技術検討委員会の開催＞

機能評価部会 ： 4/25、6/20、8/24、10/26、12/26、3/1

クロスチェック部会： 6/20、10/25、3/6

水 質 悪 化 原 因 件数 二 次 検 査 内 容

循環水量の調整不備 4件 使用状況聞取、採水 4箇所(各 8項目分析＋各 5項目測定)

ｵﾘﾌｨｽの詰まりによる循環水量の低下 1件 使用状況聞取、採水 4箇所(各 8項目分析＋各 5項目測定)

循環・汚泥移送装置の設定不良 1件 使用状況聞取、採水 4箇所(各 8項目分析＋各 5項目測定)

流入 BODの高負荷・使用水量の過多 4件 使用状況聞取、採水 4箇所(各 8項目分析＋各 5項目測定)

サカマキガイの発生による 1件 使用状況聞取、採水 4箇所(各 8項目分析＋各 5項目測定)

合 計 5件

３）浄化槽の実地調査事業 （実地調査事業）

毎年、（公財）日本環境整備教育センターが合併処理浄化槽設置整備事業として行う「国

庫補助指針の要件に適合した浄化槽の実態調査」の委託を受け、２件の調査を行った。

（４）浄化槽の機能保証制度に関する事業 ２，１６２千円（機能保証登録料）

令和５年度は全浄連が行う機能保証制度の登録申請書８２６基（取下除く）を受付し、全浄

連及び管轄の市町村には、保証制度登録者受付台帳を送付した。また、設置者には、機能保証

登録証とともに適正な維持管理のパンフレット及び「標準契約書」の控えを送付し、使用開始

後の適正な維持管理についての周知を図った。(P.47)
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令和４年度 令和５年度 前年度対比

申 請 件 数 取 下 げ 申 請 件 数 取 下 げ (取下除)

書類申請 736基 15基 724基 21基 12基減

電子申請 128基 3基 102基 1基 26基減

合 計 864基 18基 826基 22基 38基減

なお、令和 5年度は機能保証制度利用申請が 2件あった。

【機能保証の申立件数・・・２件】

保証申立日 地 域 状 況 結 果

令和 5年 三好市 清掃作業時において、嫌 機能保証制度地方審査委員会で

9月 5 日 （H30.8.1使用開始） 気ろ床槽の移流バッフル 原因は不明であるが通常の維持

の変形及びろ材の流出を 管理で生じる異常ではなく「原

確認。 因者が特定できない瑕疵が発生」

として保証の対象とすることを

決定。

令和 5年 徳島市 保守点検実施時に（接触 機能保証制度地方審査委員会で

9月 7 日 （R1.5.20使用開始） ろ床槽又は処理水槽）の 通常の保守点検作業で生じる異

漏水を確認。 常ではなく、「原因者が特定でき

ない瑕疵が発生」として保証の

対象とすることを決定。

（５）浄化槽の適正な施工及び維持管理に関する啓発及び相談、確認検査等の事業

１）浄化槽なんでも相談窓口

浄化槽の普及や適正な維持管理の推進を目的として、センター内に｢浄化槽なんでも相談

窓口」を設置し、県民や行政担当者、関係業者からの「疑問」や「相談」など浄化槽に関す

る幅広い問い合わせに対応し、サービスの拡充を図った。

＜浄化槽なんでも相談窓口内容（令和５年度）＞

相談件数：８４件

相談内容内訳：浄化槽工事について １３件

浄化槽維持管理について ３３件

浄化槽の届出について ２０件

その他について １８件

２）浄化槽にかかる普及啓発事業

浄化槽に関する普及啓発事業として下記事業を行った。

＜浄化槽月間 啓発活動＞

県主催による浄化槽月間街頭啓発活動に参加し、パンフレットの配布やアンケートの実施

を行った。

１０月２３日 ショッピングプラザアピカでパンフレットの配布

１０月２６日 マルナカパワーシティ鴨島店でパンフレットの配布

１０月２７日 フレスポ阿波池田でパンフレット配布・アンケートの実施

１０月２７日 マルナカ三加茂店でパンフレット配布の実施

２月２２日 マルナカ脇町店でパンフレット配布の実施
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浄化槽月間 啓発活動

(アピカ（阿南市）10/23) (マルナカ鴨島店10/26)

(フレスポ阿波池田 10/27) (マルナカ三加茂店 10/27)

(フジグラン石井 10/27) (マルナカ脇町店 2/22)

３）支所窓口（県内４支所）

①窓口業務として、来所する設置者や業者を対象に専門的な知識を持っている職員が浄化槽

の適正な施工や維持管理等に関する相談に随時対応した。

②県の委託事業である、浄化槽関係書類の受付業務として、届出された設置届出書等の内容

を審査し、浄化槽設置者データを登録、設置者には受理通知書を送付した。

③設置届けに添付が義務づけられた「標準契約書」については、50人槽以下の浄化槽全ての

添付を確認し、維持管理を行う業者には契約手続き完了の通知を行った。

④申請のあった浄化槽管理者に対し、７条及び１１条検査の申込書、設置届出書（又は計画

書）及び、標準契約書（50人槽以下）もしくは検査誓約書・契約書（51人槽以上）の控え

や検査料払込証明書、設置情報確認書などを発行又は送付した。
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４）浄化槽設置に係る確認検査 （８２１千円）

令和５年度の委託事業として、下記市町の浄化槽設置確認検査及び事前審査を行った。

市 町 村 事業内容 令和４年度 令和５年度 前年度対比

徳島市 設置事前検査業務 ４３基 ６１基 １８基増

設置確認検査業務 ４５基 ６０基 １５基増

(２４３千円) (３３１千円) (８８千円増)

東みよし町 中間検査業務 ４８基 ４８基

完了検査業務 ５３基 ４１基 １２基減

(５７７千円) (４８９千円) (８８千円減)

５）その他の啓発

インターネットによるホームページを活用し、浄化槽のしくみや正しい知識に関する情報

を適時に掲載し、浄化槽の適正な施工及び維持管理の普及啓発に努めた。

（６）浄化槽に関する講習会・研修会の開催事業

１）浄化槽教室の開催

新しく浄化槽の設置届出手続きをした方を対象に浄化槽教室を開催し、受講者には受講証

明書を発行した。また、市町村担当課には、受講者台帳を送付した。（P.48）

令和５年の受講者数は１，１７２名で、そのうちＷＥＢ受講が９７８名（57.1 ％）、会場で

の受講は１９４名（11.3％）となり、利便性の面からもＷＥＢ受講の利用が多くなっている。

この教室は、浄化槽に関する知識を習得し、適正な維持管理に繋げるための非常に有効な

研修機会として捉えており、受講の効果を検証しながら構成内容もさらに充実していきたい。

令和４年度 令和５年度 差 異

対 象 数 ２，３９５基 １，７１３基 ▲３６９基

開 催 回 数 ２８回 ２１回 ▲７回

受 講 者 数 １，３８２名（57.7%） １，１７２名（68.4％） ▲２１０名
(内訳)

会場受講 203名（14.7%） 194名（16.6%） ▲ 9名

WEB受講 1,179名（85.3%） 978名（83.4%） ▲ 201名

※対象者数：令和5年4月～令和5年8月末に設置申請が提出された件数です。

令和5年2月～令和5年3月末に設置申請されたうちの教室未受講者

津田会場(7/22) 吉野川会場(11/11)
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２）行政担当者向け研修会の開催

年度を区切りとして、各市町村の浄化槽担当者が交代するため、行政担当者を対象にセン

ター主催で「行政担当者説明会」を実施し、浄化槽に関する各種情報を提供した。

【令和５年度 行政担当者説明会】

日 程 ： 令和５年６月３０日

開催場所 ： （公社）徳島県環境技術センター４階

出席人数 ： 市町村行政関係者２４名

内 容 ： ・浄化槽の基礎知識について

・法定検査実施状況について

・公共浄化槽及び協議会地区の状況について

令和５年度行政担当者説明会(6/30)

３）徳島県浄化槽保守点検業者登録条例に基づく浄化槽管理士研修の開催

「徳島県浄化槽保守点検業者登録条例」に基づき、浄化槽保守点検業に登録する浄化槽管

理士への研修会受講が義務付けられており、当センターは県から研修会実施の指定機関とし

て、以下の日程で浄化槽管理士研修を行った。

〇開催日程：第1回 8月31日（36名受講)（会場：徳島県環境技術センター）

第2回 11月14日（36名受講)（会場：徳島県環境技術センター）

第3回 2月15日（34名受講)（会場：徳島県環境技術センター）

〇内 容：【浄化槽管理士の研修プログラム】

＜全国共通枠＞

Ⅰ 浄化槽行政の動向

Ⅱ 浄化槽の構造と機能

Ⅲ 浄化槽の保守点検と清掃

講師：（公財）公益財団法人日本環境整備教育センター

講習事業ｸﾞﾙｰﾌﾟｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 武田 文彦 氏

＜地方枠＞

Ⅳ 地域における浄化槽情報

〇法定検査に関して

講師：公益社団法人徳島県環境技術センター

事業推進部長 川原浩二

〇浄化槽に関する施策展開と普及状況

講師：徳島県県土整備部水・環境課

主任主事 林 貴大 氏
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浄化槽管理士研修会

徳島県環境技術センター会議室(8/31)

（７）浄化槽に関する情報の収集、情報誌の発行事業

１）機関誌「みどり」

浄化槽に関係する最新情報や各種データ等を掲載した月刊機関誌「みどり」を発行し、各

行政機関等へ配布するとともに、当法人の４支所にも備え置き、一般の方にも提供し、同時

にこの情報は当法人のホームページにも掲載した。

２）全浄連ニュース

浄化槽に関する最新情報を提供するため、全浄連が作成発行している「全浄連ニュース」

を各関係機関に無償配布した。

３）その他の情報提供

各市町村が行う補助事業の補助額や必要書類について調査を行い、その情報を取り纏め

た一覧表を作成し、関係者に配布した。

（８）地域の水環境保全のため浄化槽の普及を図る事業

１）「とくしま浄化槽連絡協議会」への参画

＜第 7回とくしま浄化槽連絡協議会（8月 29日開催 徳島県合同庁舎）＞

これまでの各部会の成果や汚水処理における浄化槽の整備状況について報告されたほか、

センターで検討していた浄化槽台帳システムの DX 化など、新たに「取り組む３つの柱」が

議場に示され、これらを今後の検討事項として取り組む方針となった。

＜取り組む３つの柱＞

柱➀：浄化槽管理の信頼性の向上

柱②：持続可能な汚水処理システムの構築

柱③：災害時の広域連携強化

＜第 8回とくしま浄化槽連絡協議会（12月 4日開催 徳島県合同庁舎）＞

「浄化槽台帳システムの DX 化に向けた取組み状況」や「災害支援協定に基づく防災訓練

への参加」など、これまでの各部会の成果や環境省からの報告のほか、協議会で取り纏めた

「国への要望書案」が示された。

＜要望書案の概要＞

①高齢化社会、人口減少を見据えた浄化槽管理に係る施策

②合併処理浄化槽の普及促進につながる施策

③浄化槽台帳システムに係る施策

また、導入から 11 年が経過する「浄化槽維持管理標準契約書制度」については、多くの

課題や要望が寄せられていることから、今後、改善に向けた取り組みを行うこととした。
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とくしま浄化槽連絡協議会とは

浄化槽法改正に伴い、令和２年８月に県水・環境課の主導のもと設立された協議会。

この協議会は、県および市町村の担当者、工事業者、浄化槽清掃業者、浄化槽保守

点検業者、指定検査機関、メーカー、市町村設置型浄化槽整備特別目的会社など、

官民の幅広い関係者で構成。この組織を通じて、地域における浄化槽に関連する様

々な課題の解決に向けた共同を進めている。

２）合併浄化槽転換推進事業

➀ 徳島市合併浄化槽転換推進事業 （５１７千円）

徳島市合併浄化槽転換推進事業では、検査員が単独浄化槽の設置者に対し、合併浄化槽の

パンフレットを配布又は利点を説明し、合併浄化槽への転換を勧めた。

この転換推進は、毎年ほぼ同じ設置者に対し啓発しているのが現状で、効果の低下が懸念

されることから市と協議を行い、今年度はパンフレットの内容を変更して推進している。

転換推進啓発内容 令和４年度 令和５年度 前年度対比

パンフレット配布業務 ４，７４２件 ５，７２８基 ９８６基

合併への転換説明業務 １，５９０件 １，８４８基 ２５８基

啓 発 数 計 ６，３３２件 ７，５７６基 １，２４４基

＜参考＞徳島市設置事前検査における設置・転換状況

～28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 累計

設置 1,214 563 574 0 0 0 0 0 2,351

転換 119 49 44 45 71 83 43 61 515

転換啓発用パンフレット

（徳島市）

②鳴門市 浄化槽転換推進業務 （７千円）

鳴門市では、大麻町と北灘町の単独浄化槽を設置した住宅に対して、市が作成した合併

浄化槽パンフレットを検査時に配布し、またその利点を説明して合併浄化槽への転換を勧

めた。

【 配布業務１７７件 説明業務１６件 】

③三好市・東みよし町 浄化槽転換推進事業業務 （１１６千円）

浄化槽 PFI 事業を導入している三好市と東みよし町では、三好市では 10 人槽以下の単

独浄化槽設置者、東みよし町では全ての単独浄化槽設置者に対し、検査結果書と共に転換

啓発用パンフレットを発送した。

三好市 １，３４８件 東みよし町 ９７９件
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３）全浄連 浄化槽システムの脱炭素化推進事業 （３７２千円）

全浄連の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金(浄化槽システムの脱炭素化推進事業)の

実施にあたり、センターが県内の受付窓口を行った結果、令和５年度は１０件の申請を受け

付けた。

＜申請受付状況＞

（1）：30人槽以上の既設合併処理浄化槽に付帯する電動機器の高効率機器改修事業

〇受付件数 10件

〇補助金申請額 9,188,000円

（2）：30人槽以上の既設合併処理浄化槽から省エネ型浄化槽への本体交換事業

〇受付件数 0件

（3）：上記（1）又は（2）事業と併せて実施する再生可能エネルギーの導入事業

〇受付件数 0件

（９）その他地域の水環境保全及び公衆衛生の意識高揚を図るための事業

１）災害支援活動に向けた取り組み

令和 5年 3月、県と浄化槽関係 4団体で締結した「大規模災害・事故等時におけるし尿等

の収集運搬及び仮設トイレの設置等に関する協定書」に基づき、毎年９月１日の「防災の日」

に徳島県が実施する「徳島県総合防災訓練」や「徳島県防災図上訓練」に参加した。

①徳島県総合防災訓練への参加

〇開催日時：令和 5年 9月 1日(金)

〇訓練場所：まぜのおか（徳島県海部郡海陽町浅川）

〇テ ー マ：「孤立を想定した災害対応力の強化」

（行政区画をまたぐ孤立地域の救援・救助活動）

〇訓練内容

・市町村を跨いだし尿の収集・運搬訓練

・仮設トイレ・マンホールトイレ・モバイル式地上設置型浄化槽の設置訓練および展示

令和 5年度徳島県総合防災訓練(9/1)

②徳島県防災図上訓練の参加

県の「徳島県防災図上訓練」では、県から発出される仮設トイレやし尿の収集運搬の要

請に対し、センターが窓口となって関係団体・会員企業への支援要請の伝達を行った。

〇１月１７日 徳島県防災図上訓練に参加
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２）「みなみから届ける環づくり会議」への参加

企業、民間団体、研究機関、行政などの１５団体と３名の研究者が、県南で環境課題の

解決を目標に活動している産学官民の協働体である。当センター担当者は幹事として参画

し、各種イベントの開催について協議を行ってきた。

【会議への参加】

４月２６日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議（ＷＥＢ会議）

６月１５日 みなみから届ける環づくり会議総会

６月２０日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議（ＷＥＢ会議）

７月２７日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議（ＷＥＢ会議）

８月２２日 第２回臨時総会

８月２５日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議（ＷＥＢ会議）

１０月２５日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議（ＷＥＢ会議）

３月１２日 みなみから届ける環づくり会議 水質ＷＧ会議

【イベントへの参加】

７月２９日 「夏休み出動！川の調査探検」（阿南市三谷川・打樋川）

１１月１１日 水の調査研究（阿南市 日亜化学工業株式会社本社）

「夏休み出動！川の調査探検」(7/29) 水の調査研究(11/11)

３）環境学習の取り組み

学校教育において、環境学習に熱心に取り組んでいる学校を対象に、出前講座を行い、

科学実験などを通して水の大切さを学んでもらう活動を行った。

また、学校以外に、各地域で取り組む環境保全活動において、講師として招かれ、水環

境保全や浄化槽についての講演を行った。 （小学校－２０回 高校－１回 計２１回）

【環境学習への取り組み】

５月１６日 科学技術高等学校 ６月２３日 高志小学校

６月２７日 知恵島小学校 ６月２８日 城東小学校

７月 ４日 西麻植小学校 ７月 ５日 宝田小学校

７月 ７日 鴨島小学校 ７月１１日 小松島小学校

７月１２日 藍畑小学校 ７月１３日 加茂名小学校

７月１９日 桑島小学校 ７月２０日 広野小学校

８月２９日 板野西小学校 ８月３０日 池田小学校

８月３１日 伊沢小学校 ９月 ６日 津乃峰小学校

９月１２日 川内南小学校 ９月１４日 江原南小学校

９月１５日 御所小学校 １０月１２日 橘小学校

１０月１８日 助任小学校
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科学技術高校(5/16) 高志小学校(6/23） 知恵島小学校(6/27）

城東小学校(6/28） 西麻植小学校(7/04） 宝田小学校(7/05）

鴨島小学校(7/07） 小松島小学校(7/11） 藍畑小学校(7/12）

加茂名小学校(7/13） 桑島小学校(7/19） 広野小学校(7/20）

板野西小学校(8/29） 池田小学校(8/30） 伊沢小学校(8/31）

津乃峰小学校(9/06） 川内南小学校(9/12） 江原南小学校(9/14）
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御所小学校(9/15） 橘小学校(10/12） 助任小学校(10/16）

４）「浄化槽の日」ポスターコンクールの開催

未来を担うこどもたちに、水の大切さを知ってもらうため夏休み課題のポスターを募集

した。今年度は８２作品の応募があり、１０月５日に優秀作品を選考し、１１月２０日には

徳島県政策監による表彰状の授与式を行った。

尚、優秀作品については、県庁で一般公開したほか、令和６年度のカレンダーに活用し、

小中学校に配布した。

７月～９月 県内小中等学校へ作品の募集

９月 ５日 応募締切（８２作品：小学校５５点、中学校２７点）

９月 ４日～１５日

令和４年度「浄化槽の日」ポスターコンクール優秀作品展示（県庁）

１０月 ５日 応募作品審査会（応募82点 最優秀- 2点、優秀- 6点、佳作-20点）

１１月２２日 徳島グランヴィリオホテルにて優秀作品表彰式

１２月 ４日～１５日

徳島県庁にて優秀作品の展示

令和５年度「浄化槽の日」ポスターコンクール

（小学校の部 最優秀作品) (中学校の部 最優秀作品) (表彰式で政策監と記念撮影)

５）「水すまし隊」による活動

県内のこどもたちに「水の大切さ」や「環境を守っていくこと」の重要性を知ってもら

うため、センターの若手職員が中心となって、様々なイベントを企画し、幅広い啓発がで

きた。また、ホームページのブログでは、水すまし隊の活動報告や個々のメンバーからの

報告を掲載した。
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４月 ２日 津田地区「六右衛門祭り」

地域の活性に貢献するため、スーパーボールすくいを行い、同時に浄化槽

の適正な維持管理を啓発した。

６月 ３日 あすたむらんど エコ工作 『ストローでアイロンビーズ工作～マイクロ

プラスティックを考えよう～』

使い終わったストローで、アイロンビーズ工作を行った。

６月１０日 ネイチャーゲーム全国大会 IN徳島

放置された竹を利用し、からくりおもちゃ（ウサギの餅つき）作った。

７月３０日 あすたむらんど「水の日イベント～竹のてっぽうで花に水やりを～」

手作りの竹の水鉄砲やペットボトルじょうろを用いて、ため池の水を花

壇に散水し、水の循環について学んでもらった。

１１月 ４日 サイエンスフェア２０２３ おもしろ博士の実験室

使用済のペットボトルを用いて、虫笛を作った。

六右衛門祭り (4/2) あすたむらんど月間イベント(6/3)

ネイチャーゲーム全国大会(6/10) あすたむらんど「水の日ｲﾍﾞﾝﾄ」(7/30)

サイエンスフェアー 2023(11/4)

６）清掃活動

徳島市パークアドプト清掃活動に参加し、津田海岸町の公園で除草や清掃を実施し、地域

の美しい憩いの場を確保した。

活動実施日：５月２６日、９月１４日、２月１５日、３月２６日
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７）「リフレッシュ瀬戸内」への活動参加

国、県、市町村等関係機関で構成する瀬戸内・海路ネットワーク推進協議会の事業であ

り、センターも積極的に協力している。

５月１８日 金磯海岸水質検査の実施

センターの協賛事業として横須金磯海岸付近の水質検査を実施し、分析結

果の報告を行った。

６月１０日 「リフレッシュ瀬戸内」清掃ボランティア活動の参加

役職員合わせて約 50 名が参加し、横須・金磯海岸の清掃奉仕活動を行う

とともに、参加者にセンターオリジナルのうちわを配布し、浄化槽の適正

な維持管理の啓発を行った。

ﾘﾌﾚｯｼｭ瀬戸内清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動(6/10) ﾊﾟｰｸｱﾄﾞﾌﾟﾄ清掃活動(9/14)

８）ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の報告について

ホームページ上に上記活動をＣＳＲ活動報告として公開した。

ＵＲＬ ： https://www.tokushima-env.jp/contents/csr/index.html

（１０）その他の事業

１）職員の技術向上

職員の技術向上を徹底するため、積極的に研修会・講習会に参加し、能力・知識の向上に

努めた。

6月 12日～ 24日 浄化槽管理士講習（１名）

5月 31日 検査員基礎知識試験（検査員）

7月 14日 安永エアポンプ㈱による浄化槽ブロワ講習会（検査員）

9月 13日～ 19日 浄化槽検査員講習（１名）

11月 9日 リコーＤＸビジネストレンド 2023 in KANSAI

11月 10日 徳島県環境整備事業協同組合主催 浄化槽実務者研修会

11月 12日～ 13日 令和５年度障害者職業生活相談員資格認定講習

1月 22日 徳島市企業体人権問題研修会

2月 21日･3月 8日 「公益法人制度改革について」(Zoom)

２）個人情報取扱に関する取り組み（プライバシーマーク制度）

センターは、JIS 規格に適合した個人情報マネジメントシステムを構築し、それに基づく

適正な運営を実施、プライバシーマークの認定を受けている。また、全職員を対象とした月

一回の e-ラーニングや個人情報に関する理解度確認テストなとの体制を整え、継続的な業

務の精度向上を図っている。
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１月１８日～１９日 コンプライアンス研修

２月２８日 プライバシーマーク内部監査

３）エコアクション２１の取り組み

また、同様に認証を受けているエコアクション２１についてもマネジメントシステムを

遵守しながら、廃棄物排出量や節電等、環境への取り組みを行っている。

今年度は８月に更新現地審査が行われ、合格した。

８月１０日 エコアクション２１ 更新審査

４）全浄連四国地区・検査機関四国地区協議会

４月１８日 全浄連四国地区・検査機関四国地区協議会総会（徳島）

９月１４日～１５日

検査機関四国地区協議会検査員研修会（香川）

１１月１１日 第１４回検査機関四国地区協議会ソフトボール大会（徳島）

１１月２２日 令和５年度九州地区浄化槽検査員研修会（宮崎）

１月２４日 全浄連四国地区・検査機関四国地区協議会合同役員会（徳島）

２月２７日～２８日

全浄連会員団体事務局長会議（東京徳島）

全浄連四国地区協議会総会(4/18) 四国地区協議会検査員研修会(9/14･15)

四国地区協議会ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会(11/11) 四国地区協議会合同役員会(1/24)
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【収益事業１】

２ 計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業
（１）計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業 ３９，１０６千円（計量証明手数料）

濃度計量証明事業として特定事業場排水の分析を主に水質分析を実施した。

令和５年度の証明件数は３，１０２件で売上げは３９，１０６千円であった。

（前年度比 売上額：２，０９０千円増） （P.49）

（２）分析業務に関する講習会・研修会・会議等

＜研修会・講習会＞

６月２３日 令和 5年度徳島県計量協会通常総会

１０月 ６日 水質計測器維持管理講習会

１月２９日 環境計量証明事業者クロスチェック事業結果検討会

２月１３日 計量証明事業規程細則 10.3に基づく研修会

【収益事業２】

３ 受託講習会及び業務効率化支援、並びに各種用紙・物品販売事業
（１）浄化槽関係技術者の育成と技術向上に関する事業

１）浄化槽管理士講習の開催

公益財団法人日本環境整備教育センターからの委託により、下記スケジュールにて浄化槽

管理士講習（徳島会場）及び浄化槽技術管理者講習を実施した。

〇 ６月１２日～ ６月２４日 浄化槽管理士講習（徳島会場）

（受講者８８名 修了者７８名）

〇１２月１３日～１２月１５日 浄化槽技術管理者講習（徳島会場）

（受講者６３名 修了者５８名）

浄化槽管理士講習 (6/12～24) 浄化槽技術管理者講習 (12/13～15)

２）徳島県浄化槽管理士会との共催事業

県内の保守点検業者・清掃業者等の業界関係者を対象に、徳島県浄化槽管理士会との共

催で令和５年度浄化槽技術講習会を開催した。

【令和５年度 浄化槽技術講習会】

開催日：令和５年１１月１８日（土） 午前・午後の計２回開催

会 場：（公社）徳島県環境技術センター

講 義：汚濁負荷の高い大型浄化槽(51人槽以上)の構造及び維持管理について

(講師)株式会社ダイキアクシス

３）徳島県浄化槽設備士会との共催事業
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センター会員・徳島県浄化槽設備士会会員等の業界関係者を対象に、徳島県浄化槽設備

士会との共催で令和５年度浄化槽工事技術講習会を開催した。

【令和５年度 浄化槽工事技術講習会】（参加者：１２名）

開催日：令和６年２月３日

会 場：徳島県環境技術センター４階会議室

講 義：労働災害の予防と医療従事者が教える身体のメンテナンス

(講師)整体師 宮下賢太郎 氏

４）会員従業員の資格取得の支援

会員従業員に高い知識や技能、技術力を身につけてもらうため、資格取得に関する試験

対策講座を開催した。

〇 6月 2日(金)～ 3日(土) 浄化槽設備士「試験対策講座」（１０名）

（講師：㈱ハウステック）

〇 6月 23日(金) 浄化槽管理士「合格に向けた対策塾」（２１名）

（講師：徳島県環境技術センター河本検査副部長）

②浄化槽設備士試験対策講座(6/2･3) ③浄化槽技術講習会(11/18) ④浄化槽工事技術講習会(2/3)

（２）浄化槽関係業者の事業の適正化及び効率化を支援する事業

１）保証登録電子申請

保証登録申請書の電子申請によって、浄化槽工事業者に対する申請から登録証明書発行ま

での事務の効率化により、期間が短縮された。

２）プレキャストコンクリート底板の販売

令和５年度のプレキャストコンクリート底板（ＰＣ底板）の売上は７，９３１千円であっ

た。（昨年度比 △２９３千円）

また、販売する底板の品質を十分確保するため、定期的に製造工場で検品を行っている。

７，９３１千円

底板等種類 販売数量 売上金額

５人槽（1枚もの） 394枚 6,072千円

５人槽（2分割） 4枚 72千円

７人槽（1枚もの） 73枚 1,503千円

７人槽（2分割） 2枚 45千円

ブロワ台 120台 199千円
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（３）その他前各号に関連する事業

各種用紙及び物品等の販売事業

区分 品名 数 量 金 額

各種用紙 浄化槽設置届出書・計画書 2,528部 505千円

書籍販売 標準契約書 2,039部 407千円

浄化槽変更計画書・変更届出書 71部 14千円

標準保守点検記録票 1,855部 1,393千円

標準清掃記録票 349部 219千円

工事業・特例工事業申請書 3部 1.5千円

保守点検業登録申請書 10部 9千円

その他 20部 18千円

機器販売 鍵付万能フック（30㎝） 1,055本 1,412千円

鍵付万能フック（44㎝） 820本 1,456千円

その他 － 173千円

【その他の事業】

４ 管理部門（法人）
（１）法人運営に関する事業

１）監査・総会の開催

【会計・業務監査】

〇 ４月２４日 令和４年度の会計監査・業務監査を行った。

〇１０月３０日 令和５年度上半期の会計監査・業務監査を行った。

【定時社員総会】

〇 ５月３０日 第１３回定時社員総会を開催し、令和４年度の事業報告・決算報告を

行った。

会計及び業務監査(4/24) 第13回定時社員総会(5/30)

２）常任理事会・理事会の開催

センターの運営にかかる議題をもとに常任理事会・理事会を開催した。

・常任理事会（１２回）、理事会（１２回）

３）センター地区報告会・所属部会の開催

【センター各種部会】

各業界の課題解決を目的として、センター所属部会を開催した。

〇清掃部会 ： １１月 １日（水） １３名出席

〇保守点検部会： １１月 １日（水） ９名出席

〇施工部会 ： １１月１３日（火） １１名出席

〇メーカー部会： １１月１５日（水） ６名出席
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〇議事：(１)徳島県環境技術センターの「要望」とその対応状況

(２)浄化槽台帳システムの DX化に向けた

QR コードステッカの導入と協力依頼について

(３)浄化槽関係届出書類の電子申請導入について

(４)災害支援体制の構築について

(５)浄化槽維持管理標準契約書制度の現状課題について

(６)センター事業について（ブロワ交換費補助金交付制度）

(７)その他について

【会員地区報告会】

旧支部地区単位で会員地区報告会を開催し、センター事業の実施報告や意見交換を行っ

た。

〇小松島地区 ：１１月２１日(火) ５社出席

〇鳴門地区 ：１１月２７日(月) ３社出席

〇徳島地区 ：１２月 １日(月) １３社出席

〇美馬地区 ：１２月１２日(火) ２社出席

〇三好地区 ：１２月１４日(木) ３社出席

〇阿南地区 ：１２月１９日(火) ２社出席

〇海部地区 ：１２月２２日(金) ３社出席

〇議題：（１）徳島県環境技術センターの要望とその対応状況

（２）災害支援体制について

（３）その他 センター事業について

４）全浄連関係会議

【正副会長会】

５月１０日 全浄連 正副会長会（第１回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

６月２７日 全浄連 正副会長会（第 2回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

８月 ３日 全浄連 正副会長会（第 3回）（WEB会議）に出席した。

１月２３日 全浄連 正副会長会（第 4回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

【浄化槽ビジョン検討会】

７月２８日 2023浄化槽ビジョン検討会（第 1回）（WEB会議）に出席した。

９月 ５日 2023 浄化槽ビジョン検討会（第 2 回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

１０月 ６日 2023浄化槽ビジョン検討会（第 3回）（WEB会議）に出席した。

１０月２４日 浄化槽ビジョン方向性検討会（WEB会議）に出席した。

１１月 ８日 2023浄化槽ビジョン検討会（第 4回）（WEB会議）に出席した。

１２月 ７日 2023 浄化槽ビジョン検討会（第 5 回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

３月２５日 2023 浄化槽ビジョン検討会（第 6 回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

【総会・理事会・委員会・その他】

５月 ２日 全浄連 事業委員会（第1回）（WEB会議）に出席した。

５月２９日 全浄連 理事会（第 46回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

６月２７日 全浄連 定時総会（第 11回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

７月２０日 全浄連 事業委員会（第 2回）（WEB会議）に出席した。

８月２２日 全浄連 理事会（第 48回）（WEB会議）に出席した。

１０月 ２日 第３７回「浄化槽の日」全国浄化槽大会に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）
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１２月１９日 全浄連 事業委員会打合せ（WEB会議）に出席した。

１月２５日 全浄連 事業委員会（第 3回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

３月２７日 全浄連 理事会（第 52回）に出席した。（ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷）

（２）会員関係

令和５年度において、１社が入会し、４社の会員が退会した。

＜会員の入・退会状況＞ 令和６年３月３１日現在

地 区 会員数 入会会員 退会会員 差引会員数 備 考

徳 島 ５７社 １社 ０社 ５８社

鳴 門 ９社 ０社 ０社 ９社

小 松 島 ８社 ０社 ０社 ８社

阿 南 １７社 ０社 １社 １６社

海 部 ７社 ０社 ０社 ７社

阿 北 ８社 ０社 ０社 ８社

美 馬 １０社 ０社 ０社 １０社

三 好 ２３社 ０社 ２社 ２１社

メーカー １２社 ０社 １社 １１社

合 計 １５１社 １社 ４社 １４８社

＜入会会員＞

地 区 会 員 名 代 表 者 入 会 日 部 会

徳 島 ㈲管建 島藤 将紀 R05.10.16 施 工

＜退会会員＞

地 区 会 員 名 代 表 者 退 会 日 部 会

三 好 阿波バーナー商会 大森 彦人 R05. 9.30 施 工

阿 南 ㈲星光産業 植松 丈夫 R06. 3.31 施 工

三 好 阿波みよし農業協同組合 大西 常夫 R06. 3.31 施 工

メーカー 積水ﾎｰﾑﾃｸﾉ㈱西日本支店四国営業所 吉谷 圭生 R06. 3.31 メーカー

＜会員内訳＞

地 区 施 工 保守点検 清 掃 合 計

徳 島 ２７社(1) ２３社(2) １１社(2) ６０社(5)

東 部 鳴 門 ７社 ２社 ０社 ９社

小 松 島 ５社 ０社 ３社 ８社

阿 北 ２社 ０社 ６社 ８社

阿 南 １３社 ３社(2) ２社(2) １９社(4)
南 部

海 部 ３社 ３社 １社 ７社

西 部 美 馬 ７社 １社 ２社 １０社

三 好 １５社 ５社 １社 ２３社

メーカー １１社

合 計 ７９社（１） ３７社（４） ２６社（４） １５３社(9)

※複数部会所属会員はそれぞれ部会毎に１社として計算している。

カッコ内の数字は複数部会に所属する会員数
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（３）その他

１）許認可に関する事項

①徳島県告示第２５５号浄化槽法に基づく法定検査機関の指定（昭和６２年３月２７日）

②計量証明事業登録（平成１２年１２月１４日 第７４号）

③建築物飲料水水質検査事業（平成２６年２月１７日 徳島県東保２６水 第１号）

２）変更認定申請書

役員変更に伴う変更届出書を提出（令和４年６月１３日）

３）役員等に関する事項 （令和６年３月３１日現在）

役 職 氏 名 勤務体系 所 属 および 役 職

会 長 田村 茂人 非常勤 豊栄設備工業(株) 代表取締役

副 会 長 森 玄徳 非常勤 (有)森清浄社 代表取締役

〃 井内 孝明 非常勤 (有)井内開発 代表取締役

専務理事 杢保 恭章 常 勤 (公社)徳島県環境技術センター 事務局長

常任理事 加統 叙男 非常勤 (株)ハウステック 所長

理 事 高尾 武司 非常勤 (株)ユニペック 代表取締役

〃 髙橋 良太 非常勤 ニッコー（株）高松営業所 所長

〃 岩本 英司 非常勤 (株)岩本総業 代表取締役

〃 林 哲郎 非常勤 毎日衛生(有) 代表取締役

〃 福山 佳孝 常 勤 (公社)徳島県環境技術センター 常務

監 事 長地 孝夫 非常勤 公認会計士 長地孝夫事務所 公認会計士

〃 志摩 恭臣 非常勤 朝田啓祐法律事務所 弁護士

４）職員に関する事項 （令和６年３月３１日現在）

職 員 数 入 社 退 社 平均年齢 平均勤続年数

男性 ６０ 名 ７名 ４名 ４５．１才 １４．０年

女性 ２２ 名 １名 １名 ４３．９才 １３．５年

合計又は平均 ８２ 名 ８名 ５名 ４４．８才 １３．８年

５）法令遵守に関する事項

①交通事故

交通事故の発生を抑止するための措置として、デジタルタコグラフ、ドライブレコーダー

を導入している。また、道路交通法の改正によりアルコールチェックが義務化されたことか

ら、アルコール検知器を用いて酒気帯びの有無を確認し、安全な運転の確保に務めている。

大きな事故の発生は無いが、未だ不注意による事故を発生していることから、一定以上の

事故を起こした職員には教習所での安全運転講習の受講させている。

事 故 内 容 R4年度 R5年度 前年対比

任意保険対象外事故 － ３７件 －
物損事故

任意保険適用事故 １０件 ７件 ▲３

人 身 事 故 ０件 ０件 ０

合 計 １０件 ４４件 ３４
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②個人情報保護

個人情報の不適切な管理を防ぐため、個人情報保護マネジメントシステムに基づき業務

を行っている。

・個人情報保護に関する事故（１件）

業務で扱う内部の情報が第三者に漏洩する事故が発生。このため、事実確認を

行った上で、関係機関への報告、被害者への通知、再発防止策を講じると共に、

コンプライアンス研修を行い、職員教育の徹底を図った。

③労務管理上の事故

安全衛生委員会を毎月開催し、労務上の事故防止や職員の健康管理について協議し職員

周知・研修等を行った。

・労災申請件数（１件）

（前年度： ０件）

６）内部統制システムの運用状況

理事の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制として、社員総会議事

運営規則、入会・退会等に関する規則、役員報酬規則、理事会規則、常任理事会規程、役員等

職務権限規程、委員会規程、経理規程、財産管理運用規程、印章管理規程、情報公開規程、公

益通報者保護に関する規程等を制定し運用している。

５ 附属明細書
事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していない。


